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図書館情報学用語辞典
日本図書館情報学会用語辞典編集委員会 編
A5判・304頁
定価4,180円（本体3,800円＋税10%）
ISBN978-4-621-30534-8

初学者から研究者まで幅広く役立つ図書館情報
学の専門用語辞典として版を重ね、7年ぶりとな
る第5版が刊行。基礎的概念や図書館情報学に
かかわる約1,800項目を収録。

オックスフォード
A.Phillips／M.Bhaskar 編　
植村 八潮・柴野 京子・山崎 隆広 監訳   
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定価26,400円（本体24,000円＋税10%）
ISBN978-4-621-30792-2

新たな環境の変化に合わせ、数百年にわたって
知的基盤を担ってきた出版という営みがいかな
る要素や条件に基づいて成立してきたのかを可
視化する、出版学の総合ガイド。

図書館文化論　　
加藤 好郎 著
四六判・218頁
定価2,750円（本体2,500円＋税10%）
ISBN978-4-621-30635-2

図書館は社会インフラとしての機能が近年改め
て注目されてきた。本書は、文化の礎たる図書館
の運営や在り方を8つの章から解説する。

続・図書館空間のデザイン　
実践3事例とICT導入法
益子 一彦 著   
B5判・152頁
定価3,520円（本体3,200円＋税10%）
ISBN978-4-621-30223-1

５つの先進的な事例をもとに、ICTをうまく取り
入れながら図書館機能の複合化を図り、自治体
が抱える課題に応える実践的な方策を多数の図
版を通して紹介。

出版の事典　
第5版

※価格は変更になる場合がございます。

丸善出版最新情報・詳細は
↑こちらから
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図書館情報学事典

●図書館の歴史や基礎論、メディア論から、情報へのアプローチ
　方法・組織化の技術まで、各分野の専門家178名が最新の
　研究知見をもとに執筆。
●10部門、287項目立て、2頁・4頁項目を基本とした読み切りやすい構成。
●デジタルトランスフォーメーション（DX）社会を見据え、従来の紙のメディアや図書館と、
　情報や知のシステムとの連続性をわかりやすく解説。

日本図書館情報学会 編
A5判・760頁　定価22,000円（本体20,000円＋税10％） ISBN978-4-621-30820-2

※価格は変更になる場合がございます。
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　本書は，日本の図書館情報学の全体像を把握できるレファレンスツールとなることを目指して，2020年に編集を開始した． 
　図書館情報学を取り巻く情勢が国内外ともに大きく変貌を遂げようとしているときにあって,従来までの図書館情報学の範囲や
準拠枠を示しつつも，必ずしもこれまでの議論にとらわれずに最新の研究動向をコンパクトにまとめることや，「読む事典」として
一般の読者にとっても興味をもてるようなわかりやすい記述をするといった編集方針を掲げた．実際に仕上がったものを見ると，新しい
視野の下での図書館情報学像を提示することができたと考える．
　この間，COVID-19の流行期に重なったことで，社会全体がデジタルトランスフォーメーション（DX）の様相を帯び，ICT基盤
社会の本格的実現を目の当たりにすることになった．そのことは図書館情報学の本質を見えやすい方向に導いたとも言える．
それは，オンラインでの接続が可能であれば，どこにいても資料や情報にアクセスする仕組みが整いつつあり，知的コンテンツ利用
が情報行動の基準になったからである．
　図書館情報学という名称は，図書館という施設名に情報学という学問名がついているという点で不思議な響きを与えることが
あるらしい．この学問の成立の経緯や歴史・現状については本書中のいくつかの項目で説明しているので参照されたいが，
簡単に言えば，図書館とは，書物や雑誌のような知的なコンテンツを含む資料を情報のパッケージと見なして，これらを組織化して
利用に供する仕組みのことで，前身の図書館学は知の管理に関わる分野とされていた．西洋でこれに携わる司書という専門職が
成立したのは19世紀後半のことであり，日本にも20世紀初頭にそれが入り図書館学が始まった．これが20世紀後半になると，
資料はデジタルデータで表現されコンピュータで処理可能になった．それにより必然的に情報学的な要素が強まり，その動向
に併せて学会名を現行の日本図書館情報学会としたのは1998年のことだった．
　さらに四半世紀が過ぎ，情報の知的処理技術の進歩と社会的な情報基盤整備が進んで，図書館情報学が書物や雑誌のような
ものだけでなく，データや情報を意味のある知的なものととらえるための手法やそれを管理するための分野であるととらえる視点は
一般に共有されるものとなった．ネット社会の到来で図書館情報学の本質が見えやすくなったというのはこれを指している．
　本書では，図書館情報学を10の部門に分けて解説することにした．最初の第1部門，第2部門は，図書館情報学が資料や情報に
どのようにアプローチするのかを示す基礎論やメディア論を扱う．続く第3部門と第4部門は，資料や情報の組織化や検索・利用の
原理を説明し技術的な展開を示している．さらに第5部門から第7部門までは，資料や情報の利用者の情報行動や，学術や専門的
な利用者コミュニティを取り上げる．第8部門は情報管理の制度面を扱い，第9部門と第10部門は機関としての図書館とそれ
が歴史的社会的に現れた具体的な様態を取り上げる．いずれも，従来の紙のメディアや狭い意味での図書館が，広く一般的な情報
や知のシステムに連続的に連なっていることが分かるような構成を心がけた．
　デジタル化は図書館情報学と隣接する分野の境界をますます曖昧にする方向に作用しているし，かつて専門研究者しか
使えなかったツールやデータベースがインターネットを通して誰もがアクセスできるようになっている．その点で，読者として，
図書館情報学の教員・研究者、図書館関係者、図書館情報学の学習者、司書課程の学習者を想定しているが,同時に，隣接分野の
研究者や専門家，一般の読者にとっても役立つものとなることに努めた．
　本書が，21世紀の図書館情報学において常に参照されるべきツールとして利用されることを願いつつ，これを世に送ることに
したい．　
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西洋の図書館／慈善と図書館／海外の人物列伝（ノーデ/シュレッティンガー /パニッ
ツィ/デューイ/バトラー/ランガナタン）／古代中世における日本の図書館／近世におけ
る日本の図書館／日本の人物列伝（田中稲城/佐野友三郎/今沢慈海/間宮不二雄/森
淸/前川恒雄）／アメリカの図書館史研究／日本の図書館史研究
〈図書館に関わる機関・団体〉
日本図書館協会／図書館情報学教育機関／図書館専門職団体と関係団体（アメリカ図
書館協会/CILIP/国際図書館連盟/ASIS&T/情報科学技術協会/アメリカ博物館・図書
館サービス機構）／図書館情報機関と関連機関（アメリカ国立公文書記録管理院/OCLC
国立公文書館（日本）/国立情報学研究所）／図書館情報学会と関連学会（日本図書館
情報学会/日本図書館研究会/情報処理学会/三田図書館・情報学会/日本図書館文
化史研究会）
〈物語としての図書館〉
普遍図書館の夢／メタファーとしての図書館／メメックスのもたらした世界／図書館を
テーマとする文学『薔薇の名前』/『図書館警察』/『愛のゆくえ』/『海辺のカフカ』/『図書館
戦争』/『おさがしの本は』／図書館をテーマとする映像作品《格子なき図書館》/《ある日ど
こかで》/《ショーシャンクの空に》/《耳をすませば》/《パーティーガール》/《ニューヨーク公
共図書館 エクス・リブリス》
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